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  日本スケート場協会が昭和 57年に、

12 月 25 日は、「スケートの日」と

設定しました。幕末から明治にかけて

函館に住み続けたイギリス商人・ブラ

キストンが文久元（１８６１）年にイ

ギリスから函館に来た際、１２月２５日

に日本で初めてスケートで滑った日を

記念したものです。

  最も日本最初にはこれとは別に多

くの説があります。寛政４（１７９２)

年にロシアの使節ラクスマン一行が

根室で一冬を過ごした時に、結氷し

た根室湾内で滑ったとする説です。翌

年に函館に入港して、女帝の信書を

幕府への取次ぎを要請するも、外国

人との接触は長崎に限定されている

ので、そちらへ回航するよう断られ

ます。１８５４年に函館に来たアメリ

カ・ペリーを遡ること５０年前に、既

にロシアは開港を迫っていたのです。

一方、明治１０年に札幌農学校に招か

れたアメリカ人教師・ウイリアム・ブ

ルックスが、アメリカから持参したス

ケート用具で滑走し、少年たちに教え

ます。さらに明治２４年新渡戸稲造が

札幌農学校へスケート靴を持ち帰った

ことから本格的に広まったと言われるな

どより現実的に認められた説もあります。

  スケートと切っても切れないスケー

ト場は、函館でいつ頃出来たのでしょ

うか。大正３年松倉川畔の自然氷を利

用した天然のスケート場が設けられた

のが函館最初のスケート場です。大正

１３年には、五稜郭公園の濠で天然ス

ケート場が開設されました。「函館商

業百年史」よれば、翌１４年にスケー

ト部が創部されます。練習場は当事の

校舎の目の前にある五稜郭の濠に特設

されたリンク。時には濠の結氷が１２

月の中旬で、間もなく溶氷のため練習

不能になるハプニングも起こったとい

う記載があります。練習の甲斐あり、
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初の優勝旗が津軽海峡を渡って函館に

もたらされるなど北海道のスケート界

は函館商業の独壇場でした。この五稜

郭公園のスケート場は長く続きました

が、濠の石垣が崩れると文化庁の意向

で中止されます。これ以降は天然氷か

ら、人工的に作った氷を利用する方式

に変わり、昭和３２年に現在の函館市

民会館の場所に湯の川スケート場が開

設されます。その後、昭和４２年には

千代台野球場に設置されたのを経て、

現在の競輪場にあるスケート場は平成

２年にオープンしました。

  函館ではスケートのたぐいは非常に

古い時代から滑っております。安政元

（１８５４）年に函館の子どもたちが

下駄の底に割った竹を結んだもので坂

道をすべる「氷滑り」が行われていた

様です。しかし、専用の靴は無く危険

とみなされ後に禁止された記録が残っ

ています。戦前は下駄に金具を付けた

下駄スケート（ゲロリと呼称）が全盛

でしたが、戦後は長靴に金具を革ベル

トで固定した雪スケートに変わってい

きます。スケートで路面電車と競争し

たり、荷馬車や馬そりの後ろに捕まりな

がら滑ったりと、車が多い現在では考

えられないが路上が子供たちの遊び場

でした。また登校時にスケートを履い

ていた子供も多く見受けられました。

その後、車の増加により路上が危険とな

り、多くの学校では、校庭に雪を踏み

固めその上に少しずつ水を撒いてリン

クにする方法で子供たちが楽しみました。

  スケートとは直接関係ありませんが、

五稜郭の外濠で、明治２年に横浜の中

川嘉兵衛が日本最初の本格的商業製氷

に挑戦し成功します。外壕の水は水質

が極めて清潔でまた函館港からの運搬

が便利であったため、函館最初のブラ

ンド五稜郭氷（函館氷）が京浜市場に

またたくまに出回りました。成功の陰

には、願乗寺川（埋め立てられた現在

の高砂通り）の東雲町の現 NTT 付近で

製氷を経験していたブラキストンの数

多くの助言があったのです。２３年間

も函館に住み続けたブラキストンは、

青函航路、神戸・横浜航路そして上海

航路を開設しました。また日本最初の

蒸気機械製材所の設置、さらには函館

から札幌までの札幌本道の資材の運搬

などで北海道の近代化に大きな足跡を

残しています。そして何よりも有名な

のは津軽海峡を境にして本州と北海道

の哺乳動物や鳥類の分布の違いを発見

した「ブラキストン・ライン」です。

明治１３年にアメリカに渡るまで２３年間

も函館に住み続け、開明都市函館の基盤

作りに大きく貢献したその業績は、現在

でもその輝きを失うことはありません。

五稜郭公園スケート場　昭和２９年


